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標記の賞について、次のとおり推薦の受付および技術賞候補の募集をいたします。 

 

１．対象 

１）第 37 回交通工学研究会論文賞 

新規性、有用性、完成度、信頼度が高く、次に該当する論文を推薦対象とします。 

 「交通工学論文集」第 8 巻に掲載され、かつ複数名の会員が推薦する｢論文｣ 
 

２）第 26 回交通工学研究会技術賞 

交通工学の発展に顕著な貢献をなした実務的・先進的な技術や施策への取組みで、

次に該当する業績を対象とします。 

 2022 年 1 月以降に実施され、かつ会員から応募又は推薦された業績 
 

２．推薦または応募の方法 

（１）提出概要 

当会ホームページ「新着情報」に「第 37 回交通工学研究会論文賞 候補推薦書」 「第 26 回

交通工学研究会技術賞 応募・推薦書」を掲載しております。http://www.jste.or.jp/ 
 

（２）提出期限 

2022 年 11 月 16 日(正午必着）郵送または FAX、メールにてご提出ください。 
 

（３）提出先及び問い合わせ先 

交通工学研究会論文賞・技術賞 選考小委員会 事務局 

〒10１-0054 東京都千代田区神田錦町 3-23 錦町ＭＫﾋﾞﾙ 5F 

Tel050-5507-7153 又は 03-6410-8717 Fax 03-6410-8718  E-Mail jste-syou@jste.or.jp 
 

３．選考方法及び結果の発表 

（１）選考方法 

交通工学研究会論文賞・技術賞 選考小委員会にて受賞候補を選考し、理事会で決定されます。

なお、技術賞に係る取組みの詳細について、補足的に別途お聞かせいただく場合があります。 
 

（２）選考結果の発表 

受賞者及び受賞業績は、原則として通常総会で表彰し、機関誌｢交通工学｣第 58 巻 10 月号に

掲載いたします。 

 

交通工学研究会論文賞・技術賞選考小委員会   （2022 年 10 月現在） 

 

小委員長  宇野 伸宏 

 

委員 

岩岡 浩一郎 岡村 敏之 金 利昭 佐々木 邦明 高宮 進 

野中 康弘 花房 比佐友 浜岡 秀勝 藤田 悟郎 吉井 稔雄 

 

 

交通工学論文集 閲覧方法  https://www.jstage.jst.go.jp/browse/jste/-char/ja/ 

「交通工学論文集」は、科学技術振興機構が運営する電子ジャーナルシステム「J-STAGE」

で公開しております。 

論文の閲覧は、各号の発行から一年間は会員のみが、交通工学論文集(J-STAGE)に掲載

された最新論文を閲覧できます。（会員特典） 

閲覧の為の ID とパスワードは、毎年 4～5 月会員の皆さまに送付いたします総会通知の

宛名面に記載しております。なお、掲載から１年を過ぎた論文は一般公開となります。 

第 37 回交通工学研究会論文賞 推薦 

第 26 回交通工学研究会技術賞 応募・推薦について 



 

 

別添－1 

 

第 37 回交通工学研究会論文賞 候補推薦書 
 

年 月 日 提出 

＊   年 月 日 受付 

＊ 事務局記入欄 

 

 

推薦者（複数名） 

氏  名                                特別会員・正会員・学生会員（会員番号        ） 

職  業 

住  所 

 

 

氏  名                                特別会員・正会員・学生会員（会員番号        ） 

職  業 

住  所 

 

 

題  目 

著者名 

「交通工学論文集」 第 8 巻    号 掲載 

 

推薦の理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2022 年 11 月 16 日（正午必着）郵送または FAX、メールにてご提出ください。 

Fax 03-6410-8718  E-Mail  jste-syou@jste.or.jp 



 

 

別添－2 

 

第 26 回交通工学研究会技術賞 応募・推薦書 
 

年 月 日 提出 

＊  年 月 日 受付 

＊事務局記入欄 

 

取組みの件名 

実施者・実施機関 

実施期間 （西暦）      年   月  ～     年   月 

実施箇所 

 

応募・推薦者 

氏  名                                特別会員・正会員・学生会員（会員番号        ） 

職  業 

住  所 

 

取組みの概要（1,000 字以内）  

 ＊この他、詳細に記載する場合は、別紙（様式自由に 6,000 字程度）にてお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

技術賞にふさわしい理由 

 

 

 

 

 

 

 

取組みの概要を説明する資料（パンフレット、雑誌等掲載記事のコピー等、Ａ4 サイズ・5 枚以内程度）を添付

してください。なお、雑誌等掲載記事の場合は雑誌名・掲載号等も記入してください。 

 

2022 年 11 月 16 日(正午必着）郵送または FAX、メールにてご提出ください。 

Fax 03-6410-8718  E-Mail  jste-syou@jste.or.jp 
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